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かづの厚生病院

診療 休診

あらかじめご了承お願いいたします
□ 都合により休診や受付時間を変更する場合があります。
□ 手術や重症の方の治療のため外来診療を中止する場合があり
ます。

□ 手術や重症の方の治療のため予約時間が遅れることがあります。
□ 予約外の方は原則として予約の方の診療終了後に診察開始
となります。（急患はこの限りではありません。）

外来診療を円滑にするためにご協力をお願いいたします
※新患はかかりつけ医などの紹介状を持参してください。
※受診科がわからない方はなるべくかかりつけ医にご相談
ください。
※受診方法や休診などの問い合わせは時間内にお願い
いたします。（午前8時30分から午後5時）
※外来診療科への電話は午前中はなるべくご遠慮くだ
さい。（急用は承ります。）

　初診受付される方にはできるだけ紹介状の持参をお願いしています。紹介状には前医で
の診療経過や処方・検査内容などが記載されており、重複検査を避けるなど円滑な診療を行
うことができます。
　医師は外来診療後、病棟での診察・手術・検査などに従事します。受付時間を遵守くださ
るようお願いいたします。（急患はこの限りではありません。）

外来受診時のお願い
□紹介状の持参
□受付時間について

受　付 休　診

かづの厚生病院  外来診療のご案内
初診・再来  午前８：００～１１：００ 土・日・祝

科ごとに記載がないものは上記受付時間となります。
8月13日（午後12時30分から）
8月14日、12月30日～1月3日

曜　日 月 火 水 木 金 備　考診療科名

消 化 器 内 科 原則
予約制

原則
予約制

原則
予約制

原則
予約制

原則
予約制

原則
予約制

午前

休　診
初診受付には紹介状を
ご持参ください。

初診受付には紹介状をご
持参ください。木曜日の診
察はお問い合わせください。

場合により午後診は急遽休診す
る場合があります。金曜日午後
診は受付時間をご確認ください。

初診受付は
しておりません。

休　診

休　診

休　診

休　診

休　診

休　診 休　診休　診

休　診

休　診 予約のみ 10：00まで

休　診 休　診 休　診

休　診

休　診

一診体制

休　診

第2・４

第1・3・5休診

第1・2・3・4

第2・4・5休診

第1・3

第1・3・4・5休診

第2

第1・3・5休診

第2・4

第1・4 第1・2・3・4

第5休診 第2・3・5休診 第5休診

午後

午前

午後 15：00～16：00

13：00～15：30 13：00～15：30

15：00～16：00 15：00～16：0015：30～16：00

再来
のみ

原則
予約制

生活習慣病外来

循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

神 経 内 科

外 科

脳 神 経 外 科

整 形 外 科

形 成 外 科

泌 尿 器 科

皮 膚 科

小 児 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

精 神 科

創刊号

頼れる常勤ドクターを
ご紹介します！

さわやか、
しかも、
好感度大！

かづの厚生病院つうしん
※「あのなっす」とは地域の方言で「あのね」の意味です

H25.7月現在（９月以降は診察日等、変更になる場合があります。）

●都合により休診や受付時間を変更する場合があります。
●★が付いている曜日は変更となる場合がありますので、受診前にお問い合わせください。

要問い合わせ



未　来
f o r  t h e  f u t u r e

　新病院のオープンから４年目を迎え、もっと当院の情報を地域の皆様にお伝えしようと

広報誌を発行することとしました。創刊にあたり皆様にご挨拶を申し上げます。

【ハード面の充実とソフト面の課題】
　
　当院はこれまで、行政をはじめ地域の皆様や関係機関のご協力により、建物や最新医

療機器等の設備いわゆるハード面の整備充実を図ってきました。一方で、全国的な問題で

もある医師充足というソフト面については課題を残したままです。ご存知のとおりここ鹿角

は旧南部藩であったという歴史的背景、更には距離的に秋田市から最も遠いことなどの理

由により、当院への主な医師派遣は隣県の岩手医科大学に多くを頼っているのが実情で

す。また各医師の派遣期間も概ね１～２年と短く、さらには震災の影響によって岩手県自

体が医師不足に陥っている状況が当院の医師充足にも少なからず影響を及ぼしています。

【少数精鋭による「顔」の見える医療】
　
　このように厳しい状況ながらも、１７名の常勤医師をはじめとするすべての医療スタッフ

が一つのファミリーとして横の連携を大切にしたチーム医療を実践し、正に少数精鋭による

「顔」の見える医療を展開していくことが今何よりも重要なことであり、我々に与えられた

責務であると考えております。

【地域の未来に繋がる医療】
　
　これからも行政並びに関係機関そして住民の皆様方のご理解とご協力を頂きながら、保

健予防活動や介護福祉事業を含め地域の未来に繋がる総合的医療を提供して参ります。

　この広報誌『あのなっす。』を通じ、文字どおりお互いに気兼ねなく声を掛け合えるよう

な関係を築きながら、地域の皆様にとって当院をより身近に感じて頂けるような情報をお伝

えして参りますので、暖かく見守って下さることをお願い申し上げ、創刊のご挨拶とさせて

頂きます。

院長からごあいさつ
～ 創刊にあたって ～

院長　松谷　富美夫

専門の知識と技術で急性期医療、予防医療を担っています。

■がん治療
消化器外科領域の専門的がん治療、各種疾患の
化学療法など標準的ながん治療を提供し、がん
拠点病院と連携しながら治療を行っています。
　
□外科手術、内視鏡治療
□化学療法
□がん拠点病院と連携
□がんによる疼痛管理

■地域医療連携の推進
地域の限られた医療資源を有効に活用し、患
者さんの健康をみんなで見守ります。
　　
□かかりつけ医との連携
□高度医療機関との連携
□訪問看護ステーション（在宅医療体制）

■ドクター・ナース
医療スタッフを確保し地域の医療を守っています。
　
□行政との協働による医師派遣要請
□教育機関の学生実習受け入れ
□スタッフの人間力と医療技術レベルの向上

■行政・大学との連携
行政や大学と密接に連携し病院機能の維持発
展に努めます。

■政策的医療の維持
へき地医療、周産期医療、小児医療、精神科
医療を維持しています。
　
□へき地診療所
□分娩環境・小児医療
□精神医療

■救急医療
地域の急性期病院として、さ
まざな疾患に対応します。１
次・３次救急医療機関と連
携し安心を守っています。
　
□２次救急医療体制の維持
□外科手術（消化器・脳血管・筋骨格ほか）
□脳血栓溶解療法（t-PA）
□岩手医大循環器センターとの連携
□消防機関との症例検討会■災害医療への取り組み

災害拠点病院としてハード・ソフト両面の充実
を図り、地域の安全を守っています。
　
□災害時の医療機能維持
□災害医療訓練の実施
□DMAT（災害派遣医療チーム）の設置（今年
度設置予定）

■予防医療体制の充実
病気が芽を出す前に「健康の見張り役」として
わずかなほころびも見逃しません。
　
□人間ドック・脳ドック
□がん検診
□生活習慣病予防
□予防接種・各種健診

地域・行政とともにみなさんの安心を守っています。

子どもたちのため、明るい老後のため

「地域医療を守る」ために様々な事業を行っています
地域中核病院としての取り組み

2 anonassu A u g . 2 0 1 3v o l . 0 1 Kazuno Kousei Hospital



未　来
f o r  t h e  f u t u r e

　新病院のオープンから４年目を迎え、もっと当院の情報を地域の皆様にお伝えしようと

広報誌を発行することとしました。創刊にあたり皆様にご挨拶を申し上げます。

【ハード面の充実とソフト面の課題】
　
　当院はこれまで、行政をはじめ地域の皆様や関係機関のご協力により、建物や最新医

療機器等の設備いわゆるハード面の整備充実を図ってきました。一方で、全国的な問題で

もある医師充足というソフト面については課題を残したままです。ご存知のとおりここ鹿角

は旧南部藩であったという歴史的背景、更には距離的に秋田市から最も遠いことなどの理

由により、当院への主な医師派遣は隣県の岩手医科大学に多くを頼っているのが実情で

す。また各医師の派遣期間も概ね１～２年と短く、さらには震災の影響によって岩手県自

体が医師不足に陥っている状況が当院の医師充足にも少なからず影響を及ぼしています。

【少数精鋭による「顔」の見える医療】
　
　このように厳しい状況ながらも、１７名の常勤医師をはじめとするすべての医療スタッフ

が一つのファミリーとして横の連携を大切にしたチーム医療を実践し、正に少数精鋭による

「顔」の見える医療を展開していくことが今何よりも重要なことであり、我々に与えられた

責務であると考えております。

【地域の未来に繋がる医療】
　
　これからも行政並びに関係機関そして住民の皆様方のご理解とご協力を頂きながら、保

健予防活動や介護福祉事業を含め地域の未来に繋がる総合的医療を提供して参ります。

　この広報誌『あのなっす。』を通じ、文字どおりお互いに気兼ねなく声を掛け合えるよう

な関係を築きながら、地域の皆様にとって当院をより身近に感じて頂けるような情報をお伝

えして参りますので、暖かく見守って下さることをお願い申し上げ、創刊のご挨拶とさせて

頂きます。

院長からごあいさつ
～ 創刊にあたって ～

院長　松谷　富美夫

専門の知識と技術で急性期医療、予防医療を担っています。

■がん治療
消化器外科領域の専門的がん治療、各種疾患の
化学療法など標準的ながん治療を提供し、がん
拠点病院と連携しながら治療を行っています。
　
□外科手術、内視鏡治療
□化学療法
□がん拠点病院と連携
□がんによる疼痛管理

■地域医療連携の推進
地域の限られた医療資源を有効に活用し、患
者さんの健康をみんなで見守ります。
　　
□かかりつけ医との連携
□高度医療機関との連携
□訪問看護ステーション（在宅医療体制）

■ドクター・ナース
医療スタッフを確保し地域の医療を守っています。
　
□行政との協働による医師派遣要請
□教育機関の学生実習受け入れ
□スタッフの人間力と医療技術レベルの向上

■行政・大学との連携
行政や大学と密接に連携し病院機能の維持発
展に努めます。

■政策的医療の維持
へき地医療、周産期医療、小児医療、精神科
医療を維持しています。
　
□へき地診療所
□分娩環境・小児医療
□精神医療

■救急医療
地域の急性期病院として、さ
まざな疾患に対応します。１
次・３次救急医療機関と連
携し安心を守っています。
　
□２次救急医療体制の維持
□外科手術（消化器・脳血管・筋骨格ほか）
□脳血栓溶解療法（t-PA）
□岩手医大循環器センターとの連携
□消防機関との症例検討会■災害医療への取り組み

災害拠点病院としてハード・ソフト両面の充実
を図り、地域の安全を守っています。
　
□災害時の医療機能維持
□災害医療訓練の実施
□DMAT（災害派遣医療チーム）の設置（今年
度設置予定）

■予防医療体制の充実
病気が芽を出す前に「健康の見張り役」として
わずかなほころびも見逃しません。
　
□人間ドック・脳ドック
□がん検診
□生活習慣病予防
□予防接種・各種健診

地域・行政とともにみなさんの安心を守っています。

子どもたちのため、明るい老後のため

「地域医療を守る」ために様々な事業を行っています
地域中核病院としての取り組み
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頼れる常勤ドクターを
ご紹介します！
私たちは横の連携を大切にしたチーム医療を行なっています。
どんな症状でも安心してご相談ください。

さわやか、
しかも、
好感度大！

●消化器内科（生活習慣病）

院長　松谷 富美夫
ま つ や ふ み お

●消化器内科（健診センター）

室長　遠藤 尚和
えんどう なおかず

少数精鋭の医師がチーム医療で診
療に従事しています。
「かかりつけ医」である開業医の先
生方との連携をもって地域医療を
守って参りますので、地域の皆様の
ご理解とご協力をお願い致します。

消化器疾患を中心に、地域に根ざした
診療を行ってまいります。

人間ドックや各種健康
診断を通じて、地域の皆
様の健康を守ります。

●消化器内科

診療部長　石田　弥
い し だ わたる

●小児科

診療科長　塚原 央之
つかはら ひさゆき

風邪・胃腸炎からアト
ピー・喘息・鼻炎・便秘・繰
り返す頭痛や腹痛など、
こどもの幅広い症状に
対応致します。お気軽に
ご相談・ご来院下さい。

●整形外科

診療部長　医局長　吉村 文孝
よしむら ふみたか

この広い鹿角地域の中核
病院の医局長として、医局
をまとめながら住民の皆様
方と触れ合いたいと思いま
す。よろしくお願いします。

●整形外科（リハビリテーション科）

医長　鈴木　忠
す ず き まこと

骨折などの急性疾
患から変形性脊椎
症・変形性膝関節症
などの慢性疾患ま
で、骨・筋・神経の痛
みにお悩みの方は
是非整形外科を受
診して下さい。

●脳神経外科

診療部長　笹生 昌之
さ そ う まさゆき

24時間体制で脳卒中患
者さんの受け入れを行っ
ています。よろしくお願い
します。

●皮膚科

診療科長　村岡 聡介
むらおか そうすけ

皮膚科一般の診療を
行っています。皮膚疾患
を有するすべての方が
対象となります。

●泌尿器科

医長　加藤 廉平
か とう れんぺい

頻尿などお困りの症状
がありましたらご相談下
さい。

●産婦人科

診療科長　金森 勝裕
かなもり かつひろ

産科および婦人科全般
にわたり診療を行ってい
ます。お困りごとがあり
ましたらお気軽にご相
談下さい。

●産婦人科

医員　長尾 幸
な が お みゆき

女性のすべてのライフ
ステージにわたる診療
を行っています。お一人
で悩まず、まずはご相談
下さい。

●脳神経外科

診療科長　石垣 大哉
いしがき だ い や

脳卒中からめまいまで何でも
診ます。心配なときは様子を
見ないで、すぐ受診を！

●形成外科

診療科長　林　正康
はやし まさやす

外傷（ケガ・やけど・傷跡）・皮膚腫
瘍・静脈瘤・眼瞼下垂など体の形に
関係する疾患を診ています。シミ・
アザ・ホクロなどの美容外科も行っ
ています。詳しくは病院のホーム
ページをご覧下さい。

心配な事があれば何でも
相談してください。
全身を診るのが外科です！

●外科
副院長　地域医療連携室長

　　阿部　薫
あ　べ かおる

●外科

診療科長　菅野 公徳
か ん の きみのり

●消化器内科

医員　吉田 雄一
よし だ ゆういち

●消化器内科

医員　遠藤　啓
えんどう けい

日本消化器病学会認定消化器病専門医、日本
消化器内視鏡学会認定消化器内視鏡専門医

日本外科学会認定外科専門医、日本消化器
外科学会認定消化器外科専門医 日本整形外科学会認定整形外科専門医

日本形成外科学会認定形成外科専門医

日本脳神経外科学会認定
脳神経外科専門医

日本泌尿器科学会認定
泌尿器科専門医

日本産科婦人科学会認定産婦人科専門医

日本脳神経外科学会認定脳神経
外科専門医、日本救急医療学会
認定救急科専門医

日本小児科学会認定小児科専門医
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　当地域医療連携室は、室長である医師１名と専従看護師
１名のスタッフが、「地域の各医療機関との連携がスムーズ
に、そして何より患者様に安心して受診して頂く」ことを目的
に、平成１９年より活動しています。

【かかりつけ医との橋渡し】

　具体的には、かかりつけ医など他の医院・病院から患者
様の紹介を受けて、院内の各診療科へ“橋渡し”する役割
を担っています。
　一般的に開業医は地域医療の窓口として一次診療を行う一方、当院のような二次的医療機関は主に“急
性期医療”や“より高度な医療”といった入院医療および専門的な外来診療を担当するという形で役割

分担がなされています。

【利用者様へお手伝い】

　利用者の皆様の利便性を考え、待ち
時間を少しでも短くするために手続きを簡
素化したり、優先的な入院予約、あるい
は退院後の自宅療養や転院支援といった
お手伝いをさせて頂いています。
　今後とも病院の「顔」として皆様に親
しまれ、気軽に利用して頂きたいと思っ
ておりますのでよろしくお願い致します。

地域医療連携室の
おしごとを
ご紹介しますこんにちは 地域医療連携室です！

患者様

紹介元医師

かづの厚生病院

1 受診

2 診療予約申込

4 紹介状・保険証
持参

5 診療情報提供書
経過・結果報告

3紹介状交付

かづの厚生病院
地域医療連携室の
取り組み



　
　当地域医療連携室は、室長である医師１名と専従看護師
１名のスタッフが、「地域の各医療機関との連携がスムーズ
に、そして何より患者様に安心して受診して頂く」ことを目的
に、平成１９年より活動しています。

【かかりつけ医との橋渡し】

　具体的には、かかりつけ医など他の医院・病院から患者
様の紹介を受けて、院内の各診療科へ“橋渡し”する役割
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　一般的に開業医は地域医療の窓口として一次診療を行う一方、当院のような二次的医療機関は主に“急
性期医療”や“より高度な医療”といった入院医療および専門的な外来診療を担当するという形で役割

分担がなされています。

【利用者様へお手伝い】

　利用者の皆様の利便性を考え、待ち
時間を少しでも短くするために手続きを簡
素化したり、優先的な入院予約、あるい
は退院後の自宅療養や転院支援といった
お手伝いをさせて頂いています。
　今後とも病院の「顔」として皆様に親
しまれ、気軽に利用して頂きたいと思っ
ておりますのでよろしくお願い致します。

「この病棟は整形外科、泌尿器
科、形成外科、皮膚科の４科の
混合病棟です」
「大変な病棟ですね」
「いろいろな知識、技術が要求さ
れる病棟です」

「大腸ポリープを切除した患者
さんに使用した注射、材料を電
子カルテに入力しています」
「漏れの無いように記録をする
のも大事な仕事です」

「目が悪いので爪を切るのが不安で切ってなかったのよ」
「深爪してませんか？ 痛くないですか？」
「孫のような人に爪を切ってもらってうれしい。ありがとう。
  いい看護師さんになってね！」

皆様から頂いたご質問やご意見にお答えします

公衆電話の
場所が分かりにくい
のですが…

一般患者が
救急患者用駐車場に
車を停めては
ダメなの？

外来エリアの公衆電話は、正面玄関近くの総合案
内裏手にございます。皆様の目に付くよう案内表示
を付け加えましたので、遠慮なくご利用下さい。ま
た、このほか病棟各フロアにも設置しております。

救急患者専用の駐車スペースを数台分確保しています
が、駐車台数には限りがあります。救急患者様からは度々
「駐車できない（>_<）」と相談が寄せられています。
救急患者様ができるだけスムーズに受診できるよう皆様
のご協力をお願いします。

Q Aあんど

「救急搬送事例検討会」が
開催されました！！

　　去る５月２１日（火）当院講堂にて、鹿角広域行政組合消
防署とかづの厚生病院間で過去の救急搬送事例について
活発に意見を交わしました。救急隊員と病院職員との連携
強化や、救急医療レベルの向上を目指して、今後もこのよう
な取り組みを続けていきます。

看護学生インターンシップ
　　当院では未来の看護師をめざす学生さん達のインターン
シップを行っています。一日の様子をご案内します！！

通所リハビリテーションで実習中です
　　作業療法士をめざす学生さんが実習に来ています。
　学校では経験できない病院の実習です。やさしい？ 先
輩の指導を受けながら立派な作業療法士になってくださ
い。
　実習中の学生さんから一言です。

ト ピ ッ ク ス
かづの

こうせいびょういん

今日一日インターン
シップ体験よろしくお
願いします。

1
Q

2
Q

1
A

2
A

●相澤さん……実習でたくさんのことを学び身に
つけ、患者さまから信頼される作業療法士にな
りたいです。

●添田さん……利用者さんとの会話の中で、様子
に変化はないかどうか気づけることを目標に、
大きく成長できるようにがんばります。

看護師の卵です
!

地域医療連携室の
おしごとを
ご紹介しますこんにちは 地域医療連携室です！
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